
沿革と強み

安川電機の創業

安川電機は1915年の創業以来、各種の近代産業を地域に興すべく、事業領域を「電動機（モータ）とその応用」と定め、常に時代の
最新技術へチャレンジし、創業当時は炭坑用電機品の受注生産からスタートし、官営八幡製鐡所のシステム制御に当社技術が採
用されました。その後、電動機の性能を向上させた画期的なミナーシャモータを開発しました。また、モータ制御に欠かせないイ
ンバータの研究・開発によりビジネス領域を拡大させていくと同時に、いちはやく自動化工場“アンマンドファクトリ*”の実現を目
指しました。さらに、“メカトロニクス”をキーワードとして、長年培ってきたモータ技術などを組み込んだ全電気式産業ロボットを国
内で初めて開発し、自動車産業をはじめとするものづくりの自動化に貢献しました。
近年ではこれらのコア技術を応用し、環境・エネルギー分野や
ヒューマトロニクス分野などの新規事業領域へ挑戦しています。

■時代の最先端技術への取り組み

大正時代の初め、電動機は蒸気機関に代わる新たな動力として、あらゆる産業分野
へ進出し始めようとしていました。その先端技術の基礎を学んだのが敬一郎の五
男、安川第五郎でした。「資金は出すが、口出しはせぬ。」との敬一郎の言葉に従い、
第五郎は1915年に、安川電機の前身である安川電機製作所を設立しました。
当初は敬一郎が経営する炭鉱会社の炭坑用電気品の受注製造からスタートしまし
た。当時の電気品はほとんどが輸入品で国産は極めて少なく、またその技術は数段
遅れており、これに取り組むことは、当時の時代の最先端を行くことでした。

■人材育成に力を注いだ創業者

当社創業発起人である安川敬一郎は、1849年に
福岡県で生まれました。明治維新後、欧米の新し
い知識と思想を学び、炭坑業に従事するとともに
紡績・製鉄・鉄道・銀行経営にも事業を広げていき
ました。
また、敬一郎は人材育成にも力を注ぎ、私財を投
じて1909年に技術者養成の専門学校として明治
専門学校を開校、現在は国立九州工業大学とし
て多くの技術者を輩出しています。
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VSモータ第1号機5HP
可変速電動機

真空ロボット1号機
半導体ウエハ搬送用

ミナーシャモータ
DCサーボモータ

創業発起人
安川 敬一郎

創業者
安川 第五郎

明治専門学校（1909年開校）

操業初期の工場（1919年）

三相誘導電動機20HP
当社最初の販売製品

GA700
インバータ新シリーズ

A1000
汎用・高性能
ベクトル制御インバータ

Σ-7
世界最高の応答性能
周波数応答3.1kHzΣ-V

周波数応答1.6kHz

Σ-Ⅰ
世界ダントツの小形・軽量化
周波数応答250Hz

Varispeed AC
世界初
マトリクスコンバータ

MOTOMAN-BMDA3
バイオメディカル用途

＊ : 人手依存を脱する人間を中心に、機械のサポートによる
　   自動化工場をイメージした当社の造語

創業

鉄鋼プラント用電気品
紙・フィルム・繊維プラント用電気品 上下水道システム

VS-616G5
世界初汎用ベクトル制御
インバータ

VS-616GⅡLN
世界初IGBT
低騒音インバータ

VS-616HⅡ
世界初デジタル制御
インバータ

VS-616T
世界初トランジスタ
インバータ

Σ-Ⅱ
世界初シリアルエンコーダ採用
周波数応答400Hz

MOTOMAN-L10
日本初の全電気式の
多関節ロボット

MOTOMAN-SK16
自社ACサーボモータ
Σシリーズ採用
徹底した軽量化・スリム化

Σ-Ⅲ
周波数応答600Hz

現在の産業用ロボットの基となる製品。
それまで主流であった油圧式に代わる、
国内初の全電気式を開発し、製品化

現在のサーボモータの基となる
モータ。応答速度が従来比100倍
という画期的な製品

■「電動機とその応用」へ事業を集中
試行錯誤の技術開発を経て発売した電動機が
ヒットし業績が拡大
■電動機（ハード）だけでなく、それを制御
　する頭脳（ソフト）の開発も重要視

■制御技術の進歩によりメカニカル
　オートメーションを志向
機械の電動化や、セメント・炭鉱・鉄鋼・な
どの大形プラントのオートメーション化を
推進

■機械のサポートによる自動化工場
　“アンマンドファクトリ”の実現を
　目指す

MOTOMAN-VA1400
世界初7軸
アーク溶接ロボット MOTOMAN-GP8

動作能力を格段に
向上した
新小形ロボット

MOTOMAN-UP6
世界初複数ロボット
協調制御

ReWalk
歩行アシスト装置

Enewinシリーズ
大型風力発電システム

PV1000
太陽光発電用
パワーコンディショナ
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■メカニズムとエレクトロニクスの融合
　“メカトロニクス”
　お客さまの機械装置（メカニズム）と当社の電機品（エレクトロ
　ニクス）を融合し、より高い性能を発揮する“メカトロニクス”と
　いう概念を世界に先駆けて提唱
■メカトロニクス市場の急成長に対し積極的に経営資源
　を投入し、新製品を数々発表
■創立75周年を契機にCIを導入し社名を「安川電機製作所」
　から「安川電機」に変更

MOTOMAN-DA20
双腕ロボット

LR2

下肢用
リハビリ装置

ヒューマトロニクス

産業用ロボット

創立
100周年

■社会・産業の変革にマッチしたソリューションを提供
メカトロニクス製品をコンポーネントとして提供するのみならず、お客さまに最適な
ソリューションをトータルに提案。“用途最適化”をキーワードに幅広いシリーズ展開を加速

■メカトロニクス技術を応用展開させ、新規事業の創出に注力
メカトロニクス技術を応用し、風力・太陽光発電用電機品や電気自動車（EV）用システム
へ事業を展開。さらにはバイオメディカルや介護・医療分野などの新規領域へも挑戦
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トータルソリューションの安川
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GA700
インバータ新シリーズ

A1000
汎用・高性能
ベクトル制御インバータ

Σ-7
世界最高の応答性能
周波数応答3.1kHzΣ-V

周波数応答1.6kHz

Varispeed AC
世界初
マトリクスコンバータ

MOTOMAN-BMDA3
バイオメディカル用途

紙・フィルム・繊維プラント用電気品 上下水道システム

VS-616G5
世界初汎用ベクトル制御
インバータ

Σ-Ⅲ
周波数応答600Hz

MOTOMAN-VA1400
世界初7軸
アーク溶接ロボット MOTOMAN-GP8

動作能力を格段に
向上した
新小形ロボット

MOTOMAN-UP6
世界初複数ロボット
協調制御

ReWalk
歩行アシスト装置

Enewinシリーズ
大型風力発電システム

PV1000
太陽光発電用
パワーコンディショナ

ACサーボモータ

イ ン バ ー タ

環境・エネルギー

システムエンジニアリング
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人共存形ロボット
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MOTOMAN-DA20
双腕ロボット

LR2

下肢用
リハビリ装置

ヒューマトロニクス

産業用ロボット

2015

創立
100周年

■社会・産業の変革にマッチしたソリューションを提供
メカトロニクス製品をコンポーネントとして提供するのみならず、お客さまに最適な
ソリューションをトータルに提案。“用途最適化”をキーワードに幅広いシリーズ展開を加速

■メカトロニクス技術を応用展開させ、新規事業の創出に注力
メカトロニクス技術を応用し、風力・太陽光発電用電機品や電気自動車（EV）用システム
へ事業を展開。さらにはバイオメディカルや介護・医療分野などの新規領域へも挑戦
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